
平成２０年度シルバーサービス研究会　プログラム
研究会座長　　大阪市立大学大学院教授　　白澤政和 氏

回 月　　　　日 テ　　　　　ー　　　　　マ 概　　　　　　　　　　　要 講　　　　　　　　　師　　　（敬称略）

第
１
回

7 月 18 日 ( 金 )

介護保険制度、
　いま、何が議論されているのか
 ー来年度制度改定を見据えなが
らー

事業者のコンプライアンス、サービスの質の向上・適正化、介護人材の
確保、軽度者への対応等々、介護保険をめぐる課題・問題が山積し、来
年度の制度改定に向けた議論が本格化している。官民、各界各層への取
材をもとに、介護現場でいま何が起こっているのか、また、何が議論さ
れているのか、今後介護保険はどういう方向に向かおうとしているの
か、現在の介護事業に関する論点を整理する。

シルバー産業新聞編集長

　　　　　　　　　　　　　　　　安　田　勝　紀

第
２
回

8 月 29 日 ( 金 )
「入院」から「在宅」へ、
　　　「医療」から「介護」へ
　ー医療制度改定の方向ー

後期高齢者医療制度が創設されたものの制度的には大きな課題が指摘さ
れ、今後の動向の注視が求められるが、今年度から入院中に退院後の在
宅ケアの準備をするための「退院調整加算」が診療報酬に新設される
等、「入院」から「在宅」へ、「医療」から「介護」への流れはさらに
強まっている。介護サービス事業者にとって医療との連携がさらに求め
られるが、今年度の診療報酬改定等を踏まえながら、今後の医療制度改
定の方向等を探る。

（株）ヘルスケア経営研究所代表

　　　　　　　　　　　　　　　　萩　原　輝　久

第
３
回

9 月 19 日 ( 金 ) 介護報酬に関する議論の動向

2006年４月の介護保険制度改定により事業者の経営環境の厳しさが増
す一方、制度的にも様々な課題が噴出した。現在、来年度の介護報酬改
定に向けた議論の真っ最中であるが、講師の沖藤氏は介護給付費分科会
において「利用者の立場から制度を考える」というポジションでの発言
を続けられている。そこで、介護報酬に関する議論の動向をレクチャー
いただきながら、来年度の介護報酬改定の方向等を探る。

ノンフィクション作家
社会保障審議会介護給付費分科会委員

　　　　　　　　　　　　　　　　沖　藤　典　子

第
４
回
10 月 17 日 ( 金 )

訪問介護の現状の課題と今後
　ー制度改定を見据えながらー

2006年４月の介護保険制度改定により訪問介護事業者の経営環境は厳
しさを増した。低調な予防給付、介護給付費の適正化、介護人材不足
等々、訪問介護事業をめぐる課題・問題は山積している。来年度の制度
改定の方向性を見据えながら、訪問介護事業の現状の課題・問題点を明
らかにし、今後の事業の方向性を探る。

有限責任中間法人日本在宅介護協会研修広報委員会副委員長
（株）ニチイ学館ヘルスケア事業統括本部取締役兼本部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　村　俊　幸

第
５
回
11 月 21 日 ( 金 )

高齢者の住まいの現状と
　　　　　　　　　今後の課題

高齢者の単身世帯や夫婦のみ世帯の増加に伴い、“早めの住み替え”
ニーズにも対応できる多様な“住まい”の需要が高まり、高齢者専用賃
貸住宅等への参入が相次いでいる。しかし一方で、有料老人ホームの総
量規制に加え、大阪府では2008年4月から特定施設も原則的に新規の
事業所指定を行わないことになった。多様な住まいへの需要が一層高ま
るなか、行政や市場の動向を分析しながら、今後の住まいに関する事業
の可能性･方向性を探る。

大阪介護事業研究会代表

　　　　　　　　　　　　　　　　 島　内　紀　行

第
６
回
12 月 19 日 ( 金 )

医療と介護の連携の現状と課題
ー訪問看護・訪問リハを通じてー

介護保険制度・医療保険制度改定の中で、「入院」から「在宅」へ、
「医療」から「介護」への流れがさらに強まっている。こうした中、介
護サービス事業者も医療との連携を進めていくことが求められている
が、課題・問題点も多い。訪問看護・訪問リハの現場から医療と介護の
連携の現状を報告し、今後の事業展開のあり方・方向性等を探る。

（株）メディケアリハビリ
　
　　　　　　　　　　　　　　　　（講師調整中）

第
７
回

1 月 23 日 ( 金 )
福祉用具貸与等をめぐる諸問題
　ー制度改定を見据えながらー

軽度者への福祉用具貸与制限や貸与品目から販売品目への移行議論
等々、制度改定の議論がなされるたび、福祉用具は、俗な言い方をすれ
ば「やり玉」にあげられ、給付のあり方が問われている。介護保険制度
における福祉用具の位置付け等の本質的な議論を踏まえながら、福祉用
具の現状と課題を分析し、今後の事業の可能性を探るとともに、福祉用
具を通して介護保険制度の抱える問題点・課題を明らかにする。

（株）ヤマシタコーポレーション代表取締役社長
　　　　　　　　　　　　　　　　 山　下　一　平

全国福祉用具専門相談員協会事務局長
　　　　　　　　　　　　　　　　 山　本　一　志

第
８
回

2 月 20 日 ( 金 )
2009年4月の制度改定
　　ー　事業者にとっての課題

2009年4月の制度改定の概要が見えてきた中、いま事業者として取り
組まなければならないことを明らかにするとともに、今回の制度改定の
問題点等を抽出し、事業者にとっての今後の課題を整理する。

シルバーサービス研究会座長
大阪市立大学大学院教授
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 白　澤　政　和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 諸般の事情等により、講師・テーマが変更になる場合がありますので、予めご了承ください。


